
大学生の政治への関心向上のための実践研究 
-ユースフェスティバルin福知山を事例に-
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01　研究背景



01　研究背景

自国の将来について

(出典)日本財団18歳意識調査結果第62回テーマ「国や社会に対する意識（6カ国調査）」、2024 より引用
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将来の夢を持っているか

日本は6か国中
最下位

01　研究背景

(出典)日本財団18歳意識調査結果第62回テーマ「国や社会に対する意識（6カ国調査）」、2024を基に筆者作成

自分の行動で国や社会を変えられると思うか

他国に比べ日本の若者は自身の将来に対しての期待感が薄い

※同意・どちらかといえば同意の合計
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01　研究背景

今の日本の政治に対する印象

(出典)日本財団18歳意識調査結果 第63回テーマ「政治とカネ」、2024を基に筆者作成

政治に対する
不信感

６



調査目的
福知山市長選挙・市議会議員補欠選挙をきっかけに、

福知山公立大学生は自分のまちや政治に対して
どれほど関心があるのかを調査するため

調査方法 Googleフォームを用いたアンケート調査

調査期間 2024年5月27日～2024年5月31日

01　研究背景

アンケート調査の実施
若者の政治や国に対する
不信感＆無関心

回答数 205名
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01　研究背景

Q.福知山市長選挙・市議補選に興味がありますか。 Q.どうすれば興味を持ちますか。

興味がない

興味がある

どちらとも言えない

55.1%18.5%

27.3% n=205

・大学でイベントをしてほしい

・授業で取り扱ってほしい

・議員と直接話せる機会が
　あれば興味を持つと思う
※「興味がない」と回答した方のみ
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仕事
アルバイト

友人・家族

趣味・娯楽

政治・選挙

01　研究背景

政治家との距離感が遠い＋政治を“知る機会”の少なさ

若者の政治に対する関心の低さ

仮説
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02　先行研究並びに
　　　先行事例による考察



 吉川徹「社会的なものにかかわりたがらない若者たち
―社会意識論から視た現代日本の若者」2018

吉川は、若者の政治離れの背景に国政選挙制度の複雑化があると指摘している。
→制度理解には、きわめて高いリテラシーを要する。
 　また、政策争点の不明瞭化も若者の政治離れの一因であると指摘している。

02　先行研究

⇒あくまで制度面からの指摘に留まっており、本研究の仮説である、
　若者と政治家との関連については触れられていない。
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岡山咲子・倉坂秀史
「大学生の投票意欲に関する属性と意識と行動について」2021

岡山・倉坂は、大学生の投票意欲には､政治や社会に対する不満よりも、
何か社会の役に立ちたい、何かを変えたいというポジティブな思いが
影響していると指摘している。
→大学生は、授業や課外活動を通じて、政治や社会情勢を伝えるだけでなく、
　ポジティブな意識を醸成する取り組みを行う必要があると指摘している。

02　先行研究

⇒大学生の投票意欲向上のための取組の必要性については指摘しているが、
　具体的な取り組みの内容までは、触れられていない。
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櫛引素夫ほか『若者の投票率向上をめぐる検証と対話
青森大学における「ヤングフォーラム2023」の実践から』2024

青森県選挙管理委員会及び青森県明るい選挙推進協議会が主催した
投票率向上を目的とした啓発イベント

参加者からは「議員との話し合いの機会がもっと増えればよい 」 
「若いうちから選挙に実際に触れる機会をつくるべきだ 」との意見が
寄せられた。

02　先行事例

⇒イベント前後で参加者の政治への関心がどのように変化したのかについては
　触れておらず、不明である。
　また、このイベントは投票率向上を目的としており本研究の目的とは異なる。
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02　先行研究並びに先行事例による考察

若者と政治家との関連性△

具体的な取り組み内容の検討△

イベント前後の参加者の政治への関心度の調査△

投票率向上を目的とした調査研究
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﻿大学生と政治家の対話の場を設けることによって、

政治への関心がどのように変化したのかを

明らかにする必要がある

1502　先行研究並びに先行事例による考察



03　実践研究



・2023年4月に行われた統一地方選挙　　　　　
　(福知山市議会議員選挙)を
　きっかけに立ち上げた

・Instagramにおいて、
　選挙前の啓発活動はもとより、
　選挙後も政治情報の常時啓発を
　続けている

・若者向けに発信している

1.Vote Fukuchiyama(Instagramアカウント）

03　実践研究

(出典)筆者ら撮影
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2.丹波市議会☆ミライプロジェクト

丹波市議会に対して、丹波市の柏原高校・

氷上高校・氷上西高校・特別支援学校の4校の高校生と大学生、

議員が連携して、高校生が議会に政策提案を行うプロジェクト

第19回　マニフェスト大賞（議会改革部門）にて

丹波市議会が最優秀賞を受賞（日本一）

03　実践研究

大学

高校

議会

（出典）マニフェスト大賞実行委員会　「第19回受賞結果」
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03　実践研究

日　時：2024年11月5日（火）14:30～16:00
目　的：政治家と学生の距離を縮めるため

内　容：ワールドカフェ形式で議員と学生が対話を行う
　　　　（話すテーマは議員に考えてもらったもの）

参加者：関西でご活躍の市議会議員８名
　　　　(福知山・綾部・宮津・京丹後・豊岡)
　　　　＋福知山公立大学生16名

(出典)筆者ら作成

福知山3.Youth Festival in
ユースフェスティバル
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03　実践研究

【イベント前半】
・アイスブレイク：8グループ
　　　　　　　　　(学生2名＋議員1名の3名)
・8名の議員による自己紹介(1人3分間)

【イベント後半】
・議員に用意してもらったテーマ・話題を中心に、
　ワールドカフェ形式の対話を実施(15分×２回)

Youth Festival in 福知山
ユースフェスティバル

【イベント詳細】

(出典)筆者ら撮影
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【テーマ】
・投票率を上げるために必要なことは
・自分がもし政治家になったらどんな感じだと思う？
・政治をジブンゴトにするには
・将来地元にUターンするために必要な環境は何か
・あなたが市長だったらどんなまちを作りたいか
・若者、女性の声の反映について
・自分以外の人の困りごとで解決したいと思った
　出来事は何ですか
・政治に何％興味があるのか

03　実践研究

Youth Festival in

(出典）筆者ら作成

福知山
ユースフェスティバル
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03　実践研究

議員との距離感を縮めるための工夫

普段着での参加× 自己紹介

・議員として普段
  どんなことをしているのか

・休日は何をしているのか

少人数で対話

１グループ１人の議員と
学生２名で構成したため、
密に対話できるようにした

議員の方々にスーツではなく、
ラフな格好で参加してもらった

  学生に政治家が近い存在だと感じてもらう
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新聞にも掲載していただきました！！

03　実践研究

両丹日日新聞11/8

朝日新聞11/9

京都新聞　11/14読売新聞11/27
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事前アンケート
（大学生対象）

調査方法：Googleフォームを用いたアンケート調査
調査対象：福知山公立大学生16名



n=16

03　実践研究　　事前アンケート

これまで議員と直接対話したことが
ありますか。01

現時点で、自分の住民票がある地域
(地元など)の議員とお話しする機会が
あれば参加しますか。

02

58.8％

積極的に参加する

％

％88.2

35.3
消極的に参加する

対話したことがある
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n=16

03　実践研究　　事前アンケート

現時点で、議員の活動にアンテナを張っている、
もしくは張っていきたいと思っていますか。03 現時点で、政治に関する意見を

日常会話でしていますか。04

17.6％

積極的にしている

％

％

41.2

29.4
積極的に張っている

35.3％

消極的に張っている

ときよりしている
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事後アンケート
（大学生対象）

調査方法：Googleフォームを用いたアンケート調
調査対象：福知山公立大学生16名



03　実践研究　　学生編

イベントへの参加前後で議員に対する
イメージはプラスに変わりましたか。01

100％

n=16

議員が普段どのような活動を
しているのか知っていましたか。02

20.0％

知っている

80.0％

変わった

28

知らなかった

100「理解が深まった」と回答した人は
イベントを通して…

％



03　実践研究　　学生編

03イベントに参加したことで、市政や議員に
ついて自分で調べようと思いましたか。

100

はい

％

n＝16

はい

今回のようなイベントが今後も
あったら参加したいですか。04

100％

参加したい
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03　実践研究　　学生編

05

はい思う 思う

政治家に対するイメージが「変わった」と答えた人は、どんなイメージに
変わりましたか。(一部抜粋)

・学生との関わりを持ちたいと思っていること

・話しやすい雰囲気を持っている

・すごく未来に対して明るい希望や想いを持ち地域を盛り上げようと
   している人で溢れていた

・思っていたよりも身近な存在だった

・より身近な存在になり、親近感が湧きました

30



　
事後アンケート
（議員対象）

調査方法：Googleフォームを用いたアンケート調査

調査対象：市議会議員８名



03　実践研究　　議員編

01学生と普段関わる機会はありますか。

37.5

ある n＝８

％

政治に対する若者の関心度について
問題意識はありますか。02

％100
機会がある ある

32

62.5
機会がない

％



03　実践研究　　議員編

03 今後、学生と関わる機会を
増やしていきたいと思いますか。

100％

はい
n＝８

思う

今回のようなイベントがあれば、
また参加したいと思いますか。04

100％

思う
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03　実践研究　　議員編

05

はい思う 思う

今回対話してみて大学生にどのようなイメージを持ちました﻿か。

・義務感で参加している様子がなく、熱心に
   質問をしてくれたり質問に返答してくれて嬉しかったです。

・「知る｣きっかけがあることで、学生も政治に興味を持ってくれると  
   わかりました。議員の方も皆さん話しやすかったです。

※一部抜粋
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03　実践研究　　考察

調査結果　学生

「実際に政治家と話してみる」という機会は、
学生にとって政治に興味を持つきっかけになる可能性が高い

「議員のイメージがプラスに変わった」
「市政や議員について自分で調べてみようと思った」

100％
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03　実践研究　　考察

調査結果　議員

「政治に対する若者の関心度について、問題意識はある」
「今後学生と関わる機会を増やしたいと思う｣

100％

政治家にとっても「学生と話してみる」という機会は、
有意義であることが分かった
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03　実践研究

イベントに参加した学生・議員から
「話す時間が足りなかった」「また参加したい」という意見も

議員にとっても学生にとっても、双方が「また話したい」存在になった

継続的に話す機会を設ける事で、
多くの学生が政治に対して興味を持ってくれるのではないかと考える
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2016年度調査

（N=5966）

2019年度調査

（N=1242）

2022年度調査

（N=884）

公職選挙法や選挙の具体的な仕組みの

理解を深める学習活動
89.4% 84.6% 76.1%

現実の政治的事象について考察を

深める話合いや意見交換、議論
20.9% 34.4% 29.3%

模擬選挙、模擬請願、模擬議会といった

実践的な学習活動
29.0% 47.3% 38.2%

その他 8.2% 14.6% 10.2%

03実践研究【主権者教育の現状】

　模擬投票の実施、選挙制度の教育(不在者投票、期日前投票など）が多い

(出典)全日本自治団体労働組合「月間自治研」
・主権者教育
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04　政策提言



04　政策提言

政治に関心を持つには、
模擬選挙や出前授業、選挙制度などの
制度面の教育を行うだけではなく

より政治家と関わる・対話する機会の創出が必要
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04　政策提言

エンタメ要素(より参加へのハードルを下げる)を
取り入れた

政治家と対話する機会をつくることが必要

政治家と話すハードルの高さ×対話の機会の必要性
【課題】
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04　政策提言

2025年ver.
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■主催：福知山公立大学杉岡ゼミ

■会場：福知山市民交流プラザ(市民交流スペース)

■日時：土日・祝日

■目的：福知山公立大学生と政治家との距離を縮めるきっかけにするため

■対象：福知山公立大学生(40名程度)＋高校生(20名程度)

■参加議員：若手議員
 　　　　　 市議会議員に加え、都道府県議会議員、国会議員など(20名程度)

04　政策提言 43



04　政策提言

■ 内容

サークルなどの舞台発表＋ライブ(30分)

議員紹介＆グループ分け(20分)

グループごとで自己紹介＆アイスブレイク(10分)

01

04

02

03

ワールドカフェ形式の対話(30分×３ローテ)

政治家の方には普段どんな活動をしているか、休日にはどんなことをしているかお話してもらう

政治家と大学生が互いに用意した話題について対話を行う

44

議員の方にも舞台発表やライブに参加してもらい、交流を図る



04　政策提言

今後の検討課題

・規模の拡大

　→参加者・参加人数などは、イベントごとにアレンジが必要

・議員の選定基準

　→客観的に選定することが難しい

・集客のための広報

　→SNSを用いた効果的な広報が必要となる
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ユースフェスティバルに参加いただいた市議会議員の皆様
福知山公立大学の学生の皆さん

ご多忙の中、本調査研究にご協力くださりましたことに
この場をお借りして深く感謝申し上げます。

05　謝辞 46
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